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　　　　　各種高分子へのポリェチレン粒子の付着

奈良女大家政　田川美恵子　○加古慈　後藤景子　辻井康子

被　服　165

　目的　一般に，繊維に対する固体粒子汚れの付着現象は繊維や粒子表面の物理的および

化学的性質，ならびに媒質の性質に大きく左右される。そこで，本研究では各種合成高分

子への粒子汚れの付着過程をモデル系を用いて調べ，粒子汚れの付着機構を界面電気と界

面自由エネルギーを基に検討した。

　方法　モデル粒子汚れとしてポリエチレン球(直径4 μm)を用いた。基質には厚さ0.4

～1.2 mmの各種合成高分子板(ポリエステル，ポリ｡エチレン，ナイロン6 .ポリ塩化ビ

ニリデン,ボリフッ化ビニリデンおよびポリプロピレン)を用いた。粒子分散液(粒子濃度

0.1 g/io＼[Kcn]= 1　×10'' mol/diii=)15 ml中に基質(1×2.5 CB^)を垂直に浸漬し，ゆ

るやかに攬伴する。一定時間後に基質を取り出して分散媒ですすいで風乾したのち，光学

顕微鏡を用いて付着粒子数を計数した。また，繊維を用いて流動電位法でＣ電位を測定し，

表面自由エネルギーはWetting force測定によって求めた。

　結果　付着粒子数の経時変化から付着速度定数k ,および，付着がほぼ平衡に達すると

みられる60分後の付着粒子数ｎ 60を求めたところ，基質間にかなりの差異が認められた。

この結果を異種物体間相互作用理論に基づいて検討したところ, ポテンシャルエネルギー

極大値および二次極小値の大小からは全ての基質についてのｋおよびn ，。の違いを説明す

ることはできなかった。基質の表面自由エネルギーの極性成分r s゛とｋおよびn toの関係

はr ,゛が増加するとｋおよびn 60は増大して極大となり，さらにT s°が増すとｋおよび

n 6，は減少する傾向が認められ，極性相互作用の寄与が大きいことか示唆された。

D 100
　　　　炭素繊維の接触角におけるヒステリシスの検討

奈良女大家政　田川美恵子　○安川あけみ　後藤景子　辻井康子

　目的　接触角は洗浄mmの第一段階であるぬれの現象と密接に関係しており。その大き

さを見積もることは洗浄の基礎研究において重要である。しかし，実在の系において接触

角を測定すると，多くの場合ヒステリシスか存在し，問題となる。本研究では炭素繊維を

用いてHetting force測定により油／水界面における接触角を測定してとスヂI)シスと繊

維表面の性質との関係を検討した。

　方法　固体試料として2500 ℃焼成したPAN系高弾性炭素繊維（東レ製）およびこれを3000

℃で再焼成したものを用いた。液体としては各種n ~アルカンと水を用いた。CAHN｡2000

電子天秤と試作精密微動装置を用いて, n - Tルカン／水／繊維三相境界線が移動するとき

の繊維に対する水の前進および後退接触角を繊維にかかる荷重の経時変化から求めた。繊

維表面の形態および化学組成はそれぞれ電界放射型走査電子顕微鏡およびAuger電子分光

装置を用いて調べた。

　結果　未処理の炭素繊維では前進接触角＞後退接触角となり.接触角のヒステリシスが

観察されたか. 3000 ℃で再焼成を行った炭素繊維ではヒステ')シスが消失することがわか

った。一方. 繊維の表面形態は3000 ℃で再焼成を行った繊維に較べて未処理の繊維のほう

か平滑であることかわかった。また，表面に存在する炭素以外の原子としては，未処理の

繊維では2 %の酸素と3 %の窒素を含むのに対し, 3000℃で再焼成した繊維では1 %の酸

素のみを含むことかわかった。以上の結果から，未処理の繊維における接触角ヒステリシ

スの原因は表面不均質であることか示唆された。


